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昭
和
四
十
二
年
十
二
月
二
十
七
日
提
出 

質

問

第

一
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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

新
潟
県
阿
賀
野
川
河
口
附
近
に
お
け
る
水
銀
中
毒
事
件
に
関
す
る
質
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主
意
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昭
和
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十
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十
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井 
光 
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提 

出 
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小 

澤 

貞 
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一 

 



 

阿
賀
野
川
河
口
附
近
の
水
銀
中
毒
事
件
に
つ
い
て
は
、
厚
生
省
は
、
食
品
衛
生
調
査
会
の
答
申
を
厚
生
省
の
見

解
と
し
、「
特
に
つ
け
加
え
る
も
の
は
な
い
」
と
い
う
意
見
を
昭
和
四
十
二
年
九
月
二
日
付
で
科
学
技
術
庁
に
申
達

し
た
。 

し
か
る
と
こ
ろ
、
そ
の
後
の
衆
議
院
科
学
技
術
振
興
対
策
特
別
委
員
会
（
以
下
科
学
技
術
委
員
会
と
略
称
す
る
）

ま
た
は
、
衆
議
院
産
業
公
害
対
策
特
別
委
員
会
（
以
下
公
害
委
員
会
と
略
称
す
る
）
の
質
疑
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、

食
品
衛
生
調
査
会
は
、
独
自
の
調
査
を
行
な
わ
ず
に
、
特
別
研
究
班
報
告
書
に
基
づ
い
て
結
論
を
出
し
て
い
る 

 

が
、
特
別
研
究
班
の
調
査
内
容
に
は
、
正
し
い
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
は
と
う
て
い
不
可
能
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

事
実
誤
認
、
調
査
不
十
分
、
故
意
又
は
過
失
と
思
わ
れ
る
事
実
の
わ
い
き
よ
く
等
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ

た
。 

 
新
潟
県
阿
賀
野
川
河
口
附
近
に
お
け
る
水
銀
中
毒
事
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

よ
つ
て
、
厚
生
省
の
回
答
か
ら
、
現
在
判
明
し
て
い
る
そ
れ
ら
の
点
の
一
部
に
つ
い
て
質
問
し
、
厚
生
省
お
よ

び
農
林
省
の
見
解
を
承
り
、
本
中
毒
事
件
の
事
実
関
係
を
的
確
に
は
握
し
、
真
因
を
究
明
い
た
し
た
い
。 

一 

日
本
瓦
斯
化
学
の
調
査
に
関
連
し
て
、
小
林
食
品
衛
生
調
査
会
長
は
、
さ
る
九
月
十
一
日
の
公
害
委
員
会
に

お
い
て
、
日
本
瓦
斯
化
学
を
汚
染
源
か
ら
除
外
し
た
が
「
新
井
郷
川
の
水
の
流
れ
が
逆
で
あ
れ
ば
再
検
討
の
要

が
あ
る
」
旨
の
答
弁
を
し
て
る
が
、
こ
の
水
の
流
れ
は
も
と
よ
り
下
記
の
よ
う
に
数
項
目
に
わ
た
り
、
そ
の
後

新
た
な
事
実
が
明
ら
か
と
な
つ
た
。
す
な
わ
ち
、 

(b) 

昭
和
四
十
二
年
十
一
月
二
十
九
日
の
厚
生
省
の
提
出
資
料
（
十
一
月
十
日
科
学
技
術
委
員
会
に
て
資
料
要 

(a) 

新
井
郷
川
の
水
は
、
昭
和
四
十
二
年
八
月
十
日
提
出
質
問
第
三
号
に
対
す
る
昭
和
四
十
二
年
九
月
二
日
受

領
答
弁
第
三
号
お
よ
び
昭
和
四
十
二
年
九
月
十
一
日
公
害
委
員
会
に
お
け
る
、
館
林
局
長
の
「
川
の
流
れ
に

関
し
て
は
、
政
府
と
疫
学
班
と
は
意
見
の
違
い
が
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
る
ご
と
く
、
明
ら
か
に
事

実
誤
認
を
認
め
て
い
る
。 

四 

 



 

(d) 

ま
た
、
提
出
資
料
に
よ
れ
ば
、
「
新
井
郷
川
沿
い
に
あ
る
日
本
瓦
斯
化
学
の
排
水
口
、
水
路
（
新
井
郷
川
と 

(c) 

ま
た
、
提
出
資
料
に
よ
れ
ば
、
新
井
郷
川
と
阿
賀
野
川
を
結
ぶ
水
路
に
つ
い
て
、
「
こ
の
水
路
は
地
震
時

河
底
が
隆
起
し
、
水
は
流
れ
な
く
な
り
、
し
ば
ら
く
復
旧
が
行
な
わ
れ
な
か
つ
た
の
で
、
地
震
直
後
の
津
浪

の
影
響
は
受
け
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る
。 

こ
れ
は
、
疫
学
班
報
告
書
に
も
な
く
、
ま
し
て
食
品
衛
生
調
査
会
提
出
資
料
に
も
な
く
、
厚
生
省
が
、
科

学
技
術
庁
に
結
論
を
申
達
し
た
後
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

求
を
行
な
つ
た
の
に
対
し
て
、
厚
生
省
の
正
式
提
出
資
料
―
以
下
単
に
提
出
資
料
と
い
う
）
に
お
い
て
、「
日

本
瓦
斯
化
学
排
水
口
の
水
こ
け
か
ら
は
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
で
メ
チ
ル
水
銀
の
所
見
を
得
て
い
る
」
と
い
つ
て
い

る
。 地

震
後
に
水
路
の
水
が
流
れ
な
く
な
つ
た
と
し
て
も
、
地
震
前
か
ら
の
長
期
に
わ
た
る
日
本
瓦
斯
化
学
の

排
水
に
つ
い
て
の
汚
染
を
否
定
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。 

五 

 



 

し
か
も
、
新
井
郷
の
塩
分
分
析
の
結
果
か
ら
海
水
は
、
新
井
郷
川
と
阿
賀
野
川
を
結
ぶ
水
路
上
流
に
及
ん

で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ
て
い
る
か
ら
、
日
本
瓦
斯
化
学
の
排
水
は
、
海
水
と
と
も
に
新
井
郷
川
を
遡

上
し
て
水
路
を
経
て
阿
賀
野
川
に
注
い
で
い
た
こ
と
と
な
る
。 

阿
賀
野
川
を
結
ぶ
水
路
）
な
ど
の
位
置
的
関
係
を
み
る
と
、
河
口
か
ら
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
五
〇
〇
メ
ー

ト
ル
、
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
排
水
口
が
あ
り
、
二
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
が

水
路
と
な
つ
て
い
る
。
水
路
の
長
さ
は
約
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
製
造
の
排
水
は

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
の
排
水
口
か
ら
排
出
し
て
い
た
」
と
あ
る
。 

こ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
瓦
斯
化
学
の
排
水
口
か
ら
患
者
の
発
生
地
に
注
ぐ
阿
賀
野
川
へ
の
流
入
口
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
、
二･

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
二･

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
二･

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
一･

九
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
近
距
離
に
あ
る
。
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
上
流
の
昭
電
鹿
瀬
工
場
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
重
要
で

あ
る
。 

六 

 



 

二 

中
毒
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
、
提
出
資
料
で
は
、
熊
本
大
学
の
水
俣
病
な
ど
を
あ
げ
て
「
明
ら
か
に
慢
性
中

毒
を
実
証
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
ま
た
、「
本
中
毒
の
発
生
は
さ
き
の
熊
本
の
水
俣
病
発
生
と
同
様
に
汚
染
さ
れ

た
魚
介
類
を
反
覆
し
て
多
量
に
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
体
に
移
行
蓄
積
し
て
お
こ
つ
た
も
の
で
あ
る
。
一

時
的
に
濃
厚
な
汚
染
物
質
を
ご
く
短
期
に
摂
取
し
て
お
こ
る
急
性
の
中
毒
で
な
い
こ
と
は
、
臨
床
的
に
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

(e) 
ま
た
、
提
出
資
料
に
よ
れ
ば
、
日
本
瓦
斯
化
学
の
昭
和
三
十
九
年
度
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
生
産
量
は
、

年
間
八
五
三
九
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
つ
て
、
疫
学
班
報
告
の
月
四
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
著
し
く
異
な
る
。 

以
上

(a)
か
ら

(e)
ま
で
各
項
は
、
厚
生
省
が
結
論
を
出
し
て
科
学
技
術
庁
に
申
達
し
た
以
後
に
提
起
さ
れ
た
事

実
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る
各
種
の
項
目
と
同
じ
く
、
本
事
件
の
基
礎
調
査
を
行
な
つ
た
疫
学
班
の
調
査 

 

の
ず
さ
ん
で
あ
つ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
事
態
に
当
た
つ
て
厚
生
省
は
ど
う
対
処
す
る 

 

か
。 

七 

 



 

三 

提
出
資
料
の
中
で
、
長
期
広
域
汚
染
の
裏
付
け
と
な
る
重
要
な
も
の
と
し
て
、
「
婦
人
の
長
髪
水
銀
保
有
量 

の
経
時
変
化
」
な
る
も
の
を
グ
ラ
フ
を
付
し
て
提
示
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
る
十
二
月
十
四
日
の
公
害 

こ
れ
は
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
厚
生
省
は
、
食
品
衛
生
調
査
会
の
答
申
に
な

ん
ら
つ
け
加
え
る
も
の
は
な
く
、
答
申
を
も
つ
て
厚
生
省
の
見
解
と
す
る
と
言
明
し
て
い
る
。 

食
品
衛
生
調
査
会
答
申
は
「
昭
和
三
十
九
年
八
月
か
ら
四
十
年
七
月
に
わ
た
り
、
定
型
的
な
症
状
を
示
す
メ

チ
ル
水
銀
中
毒
患
者
が
多
数
発
生
し
た
原
因
は
、
一
の
ほ
か
に
メ
チ
ル
水
銀
を
含
む
水
銀
化
合
物
が
比
較
的
急

激
か
つ
多
量
に
患
者
の
体
内
に
蓄
積
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
魚
の
多
食

と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
魚
体
内
の
メ
チ
ル
水
銀
蓄
積
量
が
高
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
重
な
つ
て
発
生
し
た

も
の
と
推
定
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
川
魚
及
び
そ
れ
を
喫
食
し
た
人
間
の
一
時
濃
厚
汚
染 

 

が
、
直
接
原
因
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
厚
生
省
は
か
か
る
重
要
な
答
申
内
容
を
否
定
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
厚
生
省
の
見
解
を
問
う
。 

八 

 



 

(a) 

提
出
資
料
に
よ
れ
ば
「
本
中
毒
の
人
体
内
の
水
銀
量
を
高
め
た
主
な
る
川
魚
と
目
さ
れ
て
い
る
ニ
ゴ
イ
は
、

そ
の
魚
齢
別
の
水
銀
量
を
見
る
と
別
紙
Ⅱ
の
ご
と
く
相
対
的
に
魚
齢
の
高
い
も
の
に
水
銀
量
が
多
く
な
つ
て

い
る
」
と
し
て
、
附
表
（
提
出
資
料
別
紙
Ⅱ
）
を
提
示
さ
れ
た
。
こ
の
表
は
作
為
的
な
表
と
し
か
思
わ
れ
な

い
。 

委
員
会
に
お
い
て
、
環
境
衛
生
局
長
は
そ
の
誤
び
ゆ
う
を
認
め
て
削
除
す
る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
さ
ら
に
左
記

項
目
に
事
実
の
誤
認
と
わ
い
き
よ
く
が
み
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、 

(ロ ) 

ま
た
、
四
十
二
年
一
月
に
患
者
発
生
地
帯
の
一
日
市
で
採
取
さ
れ
た
ニ
ゴ
イ
一
歳
魚
〇
、
四
Ｐ
Ｐ
Ｍ
、 

(イ ) 

本
表
の
最
初
の
三
例
は
疫
学
班
報
告
の
も
の
で
あ
る
が
、
同
報
告
書
に
あ
る
他
の
七
例
が
削
除
さ
れ
て

い
る
。
特
に
患
者
発
生
地
帯
で
四
十
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
採
取
さ
れ
た
二
三
、
〇
六
Ｐ
Ｐ
Ｍ
二 

 

一
、
〇
Ｐ
Ｐ
Ｍ
九
、
〇
三
Ｐ
Ｐ
Ｍ
と
多
量
に
水
銀
を
含
む
ニ
ゴ
イ
を
削
除
し
て
い
る
。 

な
ぜ
な
ら
ば
、 

九 

 



 

(c) 

提
出
資
料
に
よ
れ
ば
広
域
汚
染
に
つ
い
て
「
特
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
鹿
瀬
町
に
一
〇
〇
Ｐ
Ｐ
Ｍ
を
こ

え
る
水
銀
保
有
者
が
二
名
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
て
、
遠
○
ツ
○
の
一
八
七
、
〇
Ｐ
Ｐ
Ｍ
と 

(b) 

塩
水
楔
に
よ
る
汚
染
を
否
定
す
る
論
拠
と
し
て
、
信
濃
川
の
魚
は
阿
賀
野
川
の
魚
に
比
較
し
汚
染
度
が
少

な
い
と
し
て
、
両
川
の
川
魚
の
水
銀
量
比
較
表
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
採
取
場
所
に
つ
い
て
、
提
出
資
料
に

よ
れ
ば
、
一
目
り
よ
う
然
、
信
濃
川
の
川
魚
は
塩
水
楔
の
及
ば
な
い
は
る
か
上
流
の
も
の
で
あ
る
。
塩
水
楔

否
定
論
拠
に
な
り
得
な
い
。 

こ
れ
は
、「
相
対
的
に
魚
齢
の
高
い
も
の
に
水
銀
量
が
多
く
な
つ
て
い
る
」
と
い
う
結
論
と
は
な
ら
な
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
作
為
的
な
表
が
食
品
衛
生
調
査
会
に
提
出
し
た
資
料
で
あ
る
か
ら

重
大
で
あ
る
。 

三
歳
魚
〇
、
三
八
Ｐ
Ｐ
Ｍ
、
四
歳
魚
〇
、
二
三
Ｐ
Ｐ
Ｍ
も
除
外
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
入
れ
て
考
え
る
と
、

魚
齢
別
の
水
銀
量
は
き
わ
め
て
不
規
則
と
な
る
。 

一
〇 

 



 

四 

農
林
省
で
は
、
さ
る
十
月
二
十
日
、
四
二
水
調
第
九
四
二
号
に
よ
つ
て
「
厚
生
省
の
見
解
に
特
に
つ
け
加
え

る
べ
き
意
見
は
な
い
」
と
の
答
申
を
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
各
項
に
つ
い
て
答
弁
さ
れ
た
い
。
す
な
わ 

 

ち
、 

(a) 

前
述
厚
生
省
に
対
す
る
質
問
一
、
二
、
三
、
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
新
た
に
指
摘
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て

は
、
ど
う
取
り
扱
う
か
。 

遠
○
幸
○
一
〇
七
、
五
Ｐ
Ｐ
Ｍ
を
表
示
し
て
い
る
。
遠
○
幸
○
は
遠
○
好
○
郎
の
誤
り
と
み
ら
れ
る
が
、
こ

れ
は
疫
学
班
中
間
報
告
で
は
五
、
〇
Ｐ
Ｐ
Ｍ
と
あ
り
、
同
最
終
報
告
で
は
七
五
Ｐ
Ｐ
Ｍ
に
訂
正
さ
れ
た
。
と

こ
ろ
が
、
今
次
提
出
資
料
で
は
ま
た
ま
た
、
一
〇
七
、
五
Ｐ
Ｐ
Ｍ
と
さ
れ
て
い
る
。
提
出
資
料
の
信
頼
性 

 
 

を
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

以
上

(a)
(b)
(c)
三
項
に
つ
い
て
、
厚
生
省
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

さ
る
十
二
月
十
四
日
の
公
害
委
員
会
に
お
い
て
、
山
中
水
産
庁
次
長
は
「
新
し
い
事
実
に
つ
き
ま
し
て 

 

は
、
検
討
い
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
つ
て
お
り
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
本
質
問
主
意
書
以
外 

一
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(c) 

前
項
の
「
阿
賀
野
川
に
お
け
る
魚
介
類
な
ら
び
に
底
生
生
物
の
分
布
調
査
」
の
一
三
頁
の
「
ま
と
め
」
に
お
い

て
、
「
魚
類
の
水
銀
含
有
量
に
つ
い
て
み
る
と
、
必
ら
ず
し
も
高
年
の
も
の
に
蓄
積
さ
れ
た
と
か
、
あ
る
い 

 

は
、
若
年
の
も
の
に
多
い
と
い
う
こ
と
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
同
一
魚
類
に
つ
い
て
比
較
し
て
も
、
含
有
量

に
か
な
り
の
変
動
が
み
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
三
項
に
述
べ
た
よ
う
に
、
厚
生
省
は 

(b) 

山
中
水
産
庁
次
長
は
去
る
十
二
月
十
四
日
の
公
害
委
員
会
で
、
農
林
省
独
自
の
「
わ
れ
わ
れ
が
や
り
ま
し

た
調
査
に
基
づ
い
て
や
つ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
そ
の
調
査
は
千
九
百
六
十

六
年
三
月
日
本
海
区
水
産
研
究
所
の
「
阿
賀
野
川
に
お
け
る
魚
介
類
な
ら
び
に
底
生
生
物
の
分
布
調
査
」
の
こ

と
で
あ
る
か
。
そ
し
て
、
調
査
は
そ
れ
の
み
で
あ
る
か
。 

に
も
農
薬
保
管
の
状
況
、
撒
布
防
除
農
薬
の
河
川
汚
染
等
々
に
つ
い
て
厚
生
省
が
科
学
技
術
庁
に
結
論
を
申

達
し
た
以
後
に
お
い
て
、
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
農
林
省
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

ほ
か
に
、
独
自
の
調
査
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
明
示
さ
れ
た
い
。 
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右
質
問
す
る
。 

長
期
汚
染
の
理
由
と
し
て
、「
相
対
的
に
魚
齢
の
高
い
も
の
に
水
銀
量
が
多
く
な
つ
て
い
る
」
と
し
て
、
明
ら

か
に
水
産
庁
の
見
解
と
対
立
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
農
林
省
の
明
解
な
答
弁
を
承
り
た
い
。 
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